


















ン基金 (SITRA) は 『逃亡者の成功 フィ































％以上は 4地域 (ヘルシンキ､ タンペレ､ オ
ウル､ トゥルク それぞれにノキアの事業
所あり) である｡ 国内には 20 大学と 28 の高
等専門学校があるけれども､ フィンランド技
術研究センターとヘルシンキ工業大学､ タン















































































































































フィンランドは､ 2006 年､ 2007 年と 4％以





雇用情勢では､ 2000 年に 10％近くあった


















































































その ｢秘密｣ が探られるようになった｡ そ
のひとつはフィンランドのいわゆるイノベー
























か｡ ちなみに､ ヘルシンキ首都圏は､ 人口が
約 130 万人､ 企業数が 6.2 万社､ 研究者数が
3.2 万人 そのうち 51％が民間､ 公的機関
が 21％､ その他が 28％ ､ 大学が 6 校
(6.4 万人) 3 校が統合された ､ 高等









































ティコレキアコール (VAMK) など 2 校の
ポリテクニックがある｡ 1996 年設立の
VAMK は学生数 3,500 人ほど (500 人は社
会人) で､ 学部構成は経済・経営､ 保健､ 情
報､ 観光学である｡ フィンランドのポリテク
ニックとしては平均的なところであろう｡ も





経営学部､ 哲学部､ 工学部である｡ 学生数は
5,000 人ほどである｡ 教職員数が 430 名ほど
である｡ 工学部については､ 自動機器､ 電子



































































ク内に立地している｡ たとえば､ ABB 社か
らのスピンオフ組では､ 1993 年に 13 人の元
社員たちが交流電源機器の会社を興している｡
ヴァーコン社である｡ 急成長を遂げ､ 現在､
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億ユーロ､ TEKES には 2.2 億ユーロの予算
増加が予定されている｡ なお､ 高等専門学校
には同期間で 3 千万ユーロの増額にとどまっ
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